１頁目に限り端まで　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「茶色」を塗ること。
様式Ｓ－１－９
基盤Ｃ(企画調査)―１
	 　　平成17年度 基盤研究（Ｃ）(企画調査)研究計画調書
注1.　別途平成17年度基盤研究(C)(企画調査)研究計画調書作成・記入要領(鶯色)を参照してください。
注2.　※印の欄は研究機関において記入してください。
	※機関番号
	１４３０１

	
	※整理番号
	

	審査区分
	企画調査
	
	
	

	審査

希望

部門
	分　野
	分　科
	細　　　目
	細目番号(４ｹﾀ)

	
	数物系科学
	地球惑星科学
	超高層物理学
	４４０３

	
	類型
	２
	  「作成・記入要領」３.を参照
	分割番号
	Ａ ・ Ｂ
	  総合･新領域系のみ(「作成・記入要領」２.を参照)

	ふ り が な
	 　  さいとう　あきのり
	 所属研究機関
 ・部局・職
	京都大学・大学院理学研究科・助手

	研究代表者氏名
	　　齊藤　昭則
	印
	
	

	研究課題
	人工衛星からの電離圏・熱圏・中間圏・プラズマ圏撮像観測の企画調査
	研究者総数

	
	
	４５

	研究経費
(千円)
	使用内訳（千円）


	
	会 議 費
	印 刷 費
	消耗品費
	旅  費
	謝 金 等
	そ の 他

	４,７１０
	３６０
	２５０
	１００
	３,５００
	５００
	０


	　研 究 目 的
　　　企画調査の必要性及び共同研究等の意義・価値についても記入してください。また、「研究対象の類型」が①のものについては、
　　　将来、特定領域研究の研究領域として発展させる意義・必要性等についても併せて記入してください。

	　人工衛星からの電離圏・熱圏・中間圏・プラズマ圏の撮像観測に関する共同研究の企画を行う。その科学的目的、衛星観測手法、地上観測との共同観測、数値シミュレーションとの結合、工学的な新技術開発などについて調査を行い、超高層領域の観測にブレークスルーをもたらすと期待される、衛星による遠隔観測の早期実現に向けて企画を行う。

背景：　通信・放送・測位・科学観測などのための地球近傍宇宙空間の高精度な利用が進むにつれ、地球大気と惑星間空間の境界領域である電離圏・熱圏・中間圏・プラズマ圏（以下ではこれらを超高層領域と総称する）の高精度な環境測定とその変動予測が必要となってきている。一例として、カーナビゲーションに用いられる簡易なGPS受信機では電離圏・プラズマ圏内の電波の伝搬遅延によって約10mの誤差が生じている。このような影響の把握とその予測は今後さらに重要になる。しかしながら、超高層領域は、変動の激しい太陽風の影響を磁気圏を介して受けている一方、対流圏などの下層大気からも大気波動などによって影響を受けている。これまでの地上・衛星観測では観測視野が限られていたため、上記の変動に対する超高層領域の応答は断片的にしか解明されていない。結果として、現在、この領域の変動予測は非常に困難なものとなっている。

目的：　衛星による電離圏・熱圏・中間圏・プラズマ圏の広範囲の撮像観測の企画を行う。静止軌道あるいは静止遷移軌道などの遠方から地球全域の超高層領域の撮像観測を行う事で、これまで地上観測や低軌道衛星によって断片的に観測されてきた現象をつなぎ合わせ、地球全体のシステムとして超高層領域の変動を捉える事が出来る。また、その観測データを用いて、通信・放送・測位・科学観測に対する超高層領域の影響／障害の除去や軽減、変動予測などの応用技術開発の検討も行う。科学的なターゲットとしては、磁気圏を介した太陽風との間のエネルギーと物質の流れと、大気波動などを介した下層大気との間のエネルギーと物質の流れと、それらが引き起こす超高層領域の変動の解明が主な課題となる。

意義：　高軌道衛星観測による超高層領域の撮像観測は、地上観測では得られない広い視野の観測が可能であり、超高層領域の観測にブレークスルーをもたらすと期待される。将来的には、静止軌道の気象観測衛星が現在の気象予報で果たしている役割を超高層領域の変動予測において果たすと思われ、気象予報のような高い精度での地球近傍宇宙空間の変動予報を行うには不可欠な観測となると予測される。日本の研究者グループがこのような次世代の観測手段を開発する事は、これまで地上観測を中心に得てきた世界的に先導的な立ち場を維持する上でも不可欠である。

	基盤研究(C)
	研究機関名
	京都大学
	研究代表者氏名
	齊藤昭則


基盤Ｃ(企画調査)―２
	研究組織 (研究代表者及び研究分担者)(研究分担者も研究代表者としての資格を有する者であり、本研究計画に常時参加する者です。)

	氏　名（年齢）
	所属研究機関・部局・職
	現在の専門
	学　位
	役　割　分　担
（研究実施計画に対する分担事項）
	平成１７年度
研究経費
	ｴﾌｫｰﾄ

	(研究代表者)
	
	
	
	
	(千円)
	   (％)

	齊藤 昭則(35)
(研究分担者)
坂野井 健(37)
大塚 雄一(34)
田口 真(40)

岡野 章一(57)
中村 卓司(43)
久保田 実(38)

深尾 昌一郎(61)

小川 忠彦(60)
丸山 隆(54)

山本 衛(44)
塩川 和夫(39)

西谷 望(42)

細川 敬祐(29)

村山 泰啓(40)

石井 守(41)

藤原 均(37)
品川 裕之(50)
渡辺 重十(51)

前田 佐和子(58)
津田 敏隆(52)
堀之内 武(36)
鈴木 睦(49)
牛尾 知雄(35)
小山 孝一郎(62)

高橋 幸弘(39)
今村 剛(34)
阿部 琢美(41)

菊池 崇(57)

佐川 永一(57)
町田 忍(52)

家田 章正(36)

能勢 正仁(34)
小野 高幸(54)
吉川 一朗(35)

河野 英昭(40)

高羽 浩(45)

関戸 衛(38)
土屋 史紀(32)

中城 智之(31)

星野尾 一明(56)
伊藤 憲(50)
松永 圭左(33)
坂井 丈泰(33)

中田 裕之(34)
	京都大学・大学院理学研究科・助手

東北大学・大学院理学研究科・助手
名古屋大学・太陽地球環境研究所・助手

国立極地研究所・南極圏環境モニタリング研究センター・助教授

東北大学・大学院理学研究科・教授

京都大学・生存圏研究所・助教授

情報通信研究機構・電磁波計測部門・主任研究員
京都大学・生存圏研究所・教授
名古屋大学・太陽地球環境研究所・教授

情報通信研究機構・電磁波計測部門・電離圏・超高層グループグループリーダー
京都大学・生存圏研究所・助教授

名古屋大学・太陽地球環境研究所・助教授

名古屋大学・太陽地球環境研究所・助手

電気通信大学・電気通信学部・助手

情報通信研究機構・電磁波計測部門・

グループリーダー

情報通信研究機構・電磁波計測部門・

主任研究員

東北大学・大学院理学研究科・助手
名古屋大学・太陽地球環境研究所・助教授

北海道大学・大学院理学研究科・教授

京都女子大学・現代社会学部・教授

京都大学・生存圏研究所・教授

京都大学・生存圏研究所・助手

宇宙航空研究開発機構・地球観測利用推進センター・主任研究員

大阪府立大学・大学院工学研究科・講師

宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部・宇宙科学共通基礎研究系・教授

東北大学・大学院理学研究科・講師

宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部・宇宙科学共通基礎研究系・助教授

宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部・宇宙科学共通基礎研究系・助教授

情報通信研究機構・電磁波計測部門・

研究主管
情報通信研究機構・電磁波計測部門・主任研究員

京都大学・大学院理学研究科・教授

名古屋大学・太陽地球環境研究所・助手
京都大学・大学院理学研究科・助手

東北大学・大学院理学研究科・教授

宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部・宇宙科学共通基礎研究系・助手

九州大学・大学院理学研究科・助教授

岐阜大学・工学部・助教授

情報通信研究機構・電磁波計測部門・主任研究員

東北大学・大学院理学研究科・助手

福井工業大学・工学部・講師

電子航法研究所・衛星技術部・上席研究員
電子航法研究所・衛星技術部・上席研究員
電子航法研究所・衛星技術部・研究員
電子航法研究所・衛星技術部・研究員
千葉大学・大学院自然科学研究科・助手
	超高層物理学
惑星超高層大気物理学
超高層物理学
超高層大気物理学

惑星超高層物理学
大気圏計測
超高層大気物理学
レーダー大気物理学

超高層物理学
超高層大気物理学
超高層物理学
超高層大気物理学
超高層物理学

超高層物理学

大気物理学

超高層大気物理学
超高層物理学

超高層物理学
超高層物理学
超高層大気物理学

大気圏精測診断
大気物理学

大気化学衛星観測

電波科学

惑星大気物理学

超高層物理学

惑星大気科学

地球・惑星電離圏物理学

磁気圏電離圏物理

宇宙天気研究

磁気圏物理学

磁気圏物理学

磁気圏物理学

惑星プラズマ物理学
惑星プラズマ

磁気圏物理

VLBI測地学・電波天文学

VLBI（位置天文観測）

惑星電波物理学

宇宙空間プラズマ物理学

衛星航法

衛星航法
衛星航法

衛星航法
超高層物理学

	博士(理学)
理学修士
博士(工学)

博士(理学)
理学博士
博士(工学)
博士(理学)

工学博士

工学博士
工学博士

工学博士
博士(工学)
理学博士
博士(理学)
博士(工学)
博士(理学)

博士(理学)
Ph.D.

理学博士
理学博士

工学博士

博士(理学)
理学博士
博士(工学)

理学博士

博士(理学)
博士(理学)
工学博士
理学博士

理学博士
理学博士
博士(理学)
博士(理学)
理学博士

博士(理学)
博士(理学)
理学博士
博士(学術)
理学修士

博士(理学)
工学士

理学博士
理学修士

工学博士

博士(理学)
	企画全般及び総括
衛星搭載撮像観測装置開発の検討

衛星搭載撮像観測装置開発の検討

衛星搭載撮像観測装置開発の検討
衛星搭載撮像観測装置開発の検討
衛星搭載撮像観測装置開発の検討
衛星搭載撮像観測装置開発の検討

赤道域地上観測との共同観測の検討

赤道域地上観測との共同観測の検討

赤道域地上観測との共同観測の検討
中緯度地上観測との共同観測の検討
中緯度地上観測との共同観測の検討
高緯度地上観測との共同観測の検討

高緯度地上観測との共同観測の検討

高緯度地上観測との共同観測の検討

高緯度地上観測との共同観測の検討

数値モデルとの比較とデータ同化の検討

数値モデルとの比較とデータ同化の検討
数値モデルとの比較とデータ同化の検討
数値モデルとの比較とデータ同化の検討
超高層大気と下層大気の結合解明の検討

超高層大気と下層大気の結合解明の検討
超高層大気と下層大気の結合解明の検討

超高層大気と下層大気の結合解明の検討
衛星観測技術の検討

衛星観測技術の検討

衛星観測技術の検討

衛星観測技術の検討

超高層撮像観測の「宇宙天気」への利用の検討
超高層撮像観測の「宇宙天気」への利用の検討
超高層撮像観測の「宇宙天気」への利用の検討
超高層撮像観測の「宇宙天気」への利用の検討
超高層撮像観測の「宇宙天気」への利用の検討
プラズマ圏測定技術の検討

プラズマ圏測定技術の検討

プラズマ圏測定技術の検討

高精度電波科学観測への応用の検討

高精度電波科学観測への応用の検討

高精度電波科学観測への応用の検討

高精度電波科学観測への応用の検討

衛星電波障害とその航法への影響の検討
衛星電波障害とその航法への影響の検討
衛星電波障害とその航法への影響の検討
衛星電波障害とその航法への影響の検討
衛星電波障害とその航法への影響の検討
	４,７１０
	１５

	合計　４５名
	
	研究経費合計
	４,７１０
	


基盤Ｃ(企画調査)―３
	　研究計画
　　　　　　　　企画調査の具体的方法について研究代表者・研究分担者の相互関係(役割分担状況)も含めて記入してください。
　　　　　　　　また、この研究計画と主要な経費との関連性についても併せて記入してください。

	　科学ターゲットの明確化、衛星搭載機器の検討など全体にわたる項目の検討は全員によって行い、個別の項目については以下のようなグループに分かれて検討を進める。

· 衛星搭載撮像観測器の技術的検討：坂野井、大塚、田口、岡野、中村、久保田

· 撮像装置やトップサイド・サウンダーなどによるプラズマ圏測定手法の検討：小野、吉川、河野

· 遠隔観測とin-situ観測の衛星観測技術の検討：小山、高橋、今村、阿部

· 赤道大気レーダーと光学観測などの赤道域地上観測との共同観測の立案：深尾、小川、丸山

· MU​レーダー、OMTI光学観測網、GPS受信機網などの中緯度地上観測との共同観測の立案：山本、塩川

· SuperDARN、アラスカ観測拠点などの高緯度地上観測との共同観測の立案：西谷、細川、村山、石井

· 数値モデルとの比較とデータ同化による変動予測技術の開発の検討：藤原、品川、渡部、前田

· 衛星・地上観測による下層大気の測定を用いた大気上下結合過程解明の検討：津田、堀之内、鈴木、牛尾

· 衛星などに磁気圏・太陽風の観測と合わせた「宇宙天気」解明への検討：菊池、佐川、町田、家田、能勢

· 超高層領域の観測データを用いた電波遅延補正などの工学的新技術開発の検討：高羽、関戸、土屋、中城

· 電離圏擾乱による衛星測位電波障害の軽減・予測技術の検討：星野尾、伊藤、松永、坂井、中田

スケジュール

· 2005年度のできるだけ早い時期に第一回会議を行い、現状に関する報告を行い、企画調査する項目の整理・検討を行う。

· それを受けて各項目ごとに企画調査を進める。その際、必要に応じて項目ごとの研究分担者の打ち合わせ会を開く。

· ホームページやEメールを活用し、他の項目の研究分担者も議論・調査に参加できるようにする。また、適宜、研究分担者以外の研究者にも議論に加わってもらうようにする。

· 海外での衛星からの大気光観測の現状の調査と、新規の計画に携わっている海外研究者との議論及び情報交換のため、主に米国での調査を2回行う。

· 2006年2月に第2回会議を開き、企画調査の結果の議論を行い、報告書にまとめる。

	　他の組織との関連性　（例えば学会等との関連性について記入してください。）

	　地球電磁気・地球惑星圏学会の中間圏・熱圏・電離圏分科会において2003年より、人工衛星による中間圏・熱圏・電離圏の撮像観測について議論が行われてきている。観測そのもののアイデアについては2、3年前より議論が行われていたが、具体的な計画案の立案については、この分科会における議論が一つの契機となり、当申請に至った。

　運輸多目的衛星MTSATによる航空機航法補強システムMSASの技術評価検討委員会においても、電離圏の擾乱がGPSを用いた新航空機航法システムに与える影響の評価とその予測技術・影響軽減技術の開発が議論されており、この議論も本申請の契機の一つとなった。
　SCOSTEP(The Scientific Committee on Solar-Terrestrial Physics)の国際プログラムとしてCAWSES(Climate And Weather of the Sun-Earth System)が2004年から2008年までの間、進められており、超高層領域の変動とその長期的な変化の解明が国際プロジェクトとして推進されている。当企画によって立案される観測計画は、このCAWSESとその後に予定されているCAWSES-2に貢献する事となる。

　情報通信研究機構などによって進められている宇宙天気プロジェクトにおいては、本衛星観測が実現する事によって、宇宙天気予報に必要な新しい基礎観測データが提供されるようになり、地球周辺の宇宙環境の予測の精度向上が実現できる。

	基盤研究(C)
	研究機関名
	京都大学
	研究代表者氏名
	齊藤昭則


基盤Ｃ(企画調査)―４
	　研究経費の明細 （記入に当たっては、基盤研究(C)(企画調査)研究計画調書作成・記入要領を参照してください。）
               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位:千円）

	会議費
	印刷費
	消耗品費

	事　項
	金　額
	事　項
	金　額
	事　項
	金　額

	人工衛星からの電離圏・熱圏・中間圏・プラズマ圏撮像観測に関する研究集会

　2回：延べ100名
	360
	人工衛星からの電離圏・熱圏・中間圏・プラズマ圏撮像観測に関する報告書

250部
	250
	コピー用紙
DVD-R
	50

50

	計
	360
	計
	250
	計
	100

	国内旅費
	外国旅費
	謝　金　等

	事　項
	金　額
	事　項
	金　額
	事　項
	金　額

	研究集会参加旅費

     40千円x70人

研究打ち合わせ旅費
	2,800

400
	研究打ち合わせ旅費
	300
	資料整理
事務補助


	100
400

	計
	3,200
	計
	300
	計
	500

	その他

	事　項
	金　額

	
	

	計
	0


